
１
月

日
、
１
・
２
年
生
が
百
人
一
首
大

16

会
を
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。
読
み
手
（
国

語
科
の
高
見
教
諭
が
担
当
）
の
声
を
聞
き
、

１
月

日
、
来
年
度
入
学
予

31

冬
休
み
の
課
題
で
覚
え
て
き
た
成
果
を
発
揮

定
の
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
を

し
よ
う
と
、
ど
の
生
徒
も
一
生
懸
命
に
取
り

対
象
に
体
育
館
で
入
学
説
明
会

組
ん
で
い
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。
溝
端
校
長
か

ら
教
育
活
動
等
に
つ
い
て
の
説

【
学
級
対
抗
の
部
】

明
や
山
本
生
徒
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
生
徒
会

最
優
秀
賞

２
年
１
組

役
員
か
ら
、
中
学
校
生
活
を
一
日
の
時
間
に
な

優
秀
賞

１
年
１
組

ぞ
っ
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら

【
２
年
生
の
部
】

使
用
さ
れ
る
新
制
服
の
紹
介
や
校
則
の
見
直
し

１
位

尾
上

結
菜(
１
組)

に
よ
る
変
更
点
、
自
転
車
使
用
の
注
意
事
項
や

２
位

服
部

沙
織(

１
組)

登
校
の
様
子
、
授
業
ご
と
に

３
位

山
田

妃
夏(

１
組)

先
生
や
教
室
が
変
わ
る
こ
と
、

【
１
年
生
の
部
】

給
食
の
準
備
物
、
そ
し
て
放

１
位

宮
本

智
佳(

３
組)

課
後
の
部
活
動
な
ど
、
小
学

２
位

森
田

愛
悠(

１
組)

校
と
の
違
い
を
中
心
に
ス
ラ

３
位

大
屋
敷
実
愛(

２
組)

イ
ド
写
真
で
説
明
が
行
わ
れ

３
位

野
村

絆
志(

１
組)

ま
し
た
。

【
総
合
の
部
】

１
位

尾
上

結
菜(

２
年
１
組)

２
位

宮
本

智
佳(

１
年
３
組)

３
位

服
部

沙
織(

２
年
１
組)

４
位

山
田

妃
夏(

２
年
１
組)

５
位

森

琉
碧
斗(

２
年
１
組)
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２
月
の
主
な
予
定

３
日
（
月
）
～
７
日
（
金
）

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

５
日
（
水
）
総
合
学
習
発
表
会
（
１
年
）

学
級
委
員
会
・
専
門
委
員
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事
会

７
日
（
金
）
ト
ラ
イ
や
る
報
告
会
（
１
・
２
年
）

ト
ラ
イ
や
る
推
進
協
議
会

８
日
（
土
）
東
備
西
播
定
住
自
立
圏

中
学
校
吹
奏
楽
部
交
流
助
成
事
業

日
（
月
）
～

日
（
火
）

10

18
教
育
相
談

日
（
月
）
県
内
私
立
高
校
入
試

※
３
年
給
食
な
し

10

習
熟
度
テ
ス
ト
（
１
・
２
年
）

日
（
水
）
町
教
育
研
修
所
研
究
発
表
会

※

時
下
校

12

14

日
（
木
）・

日
（
月
）・

日
（
火
）

13

17

18

学
年
末
テ
ス
ト
前
補
充
学
習
（
１
・
２
年
）

日
（
月
）
公
立
高
校
推
薦
・
特
色
選
抜
入
試

17

※
３
年
給
食
な
し

日
（
水
）
～

日
（
金
）

19

21
学
年
末
テ
ス
ト
（
１
・
２
年
）

日
（
水
）
習
熟
度
テ
ス
ト
（
３
年
）

19
日
（
木
）
奉
仕
作
業
（
３
年
）

20
日
（
金
）
公
立
高
校
推
薦
・
特
色
選
抜
合
格
発
表

21
日
（
火
）
特
別
支
援
学
校
高
等
部
入
試

25

公
立
高
校
一
般
入
試
出
願
（
～

日
）

27

日
（
水
）
学
級
委
員
会
・
専
門
委
員
会

26
日
（
金
）
公
立
高
校
志
願
変
更
期
間
（
～
３
月
４
日
）

28【

日
～

日
の
給
食
に
つ
い
て
】

19

21

３
年

２
年

１
年

日
（
水
）

有
り

×
×

19
日
（
木
）

有
り

×
×

20
日
（
金
）

×
×

×

21

表 彰 関 係
【西播バスケットボール強化大会】

・女子 第１位
【西播新人駅伝大会

（区間１位のみ掲載）】
・男子 第１位
１区 田渕悠真（区間１位）
３区 中田隆二（区間１位）
４区 田渕翔真（区間１位）
５区 前田空恩（区間１位）
６区 松本 仁（区間１位）
・女子 第２位
２区 宮本智佳（区間１位）
５区 上野莉音（区間１位）



４
「
安
全
指
導
」
で
は
、
今
年

「
家
庭
学
習
の
充

12

度
も
昨
年
度
を
上
回
る
「
は
い
」

実
」
は
、
他
項
目
に

の
割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。
防

比
べ
肯
定
評
価
が
低

犯
メ
ー
ル
の
適
時
発
信
も
評
価

く
な
っ
て
い
ま
す
。

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
根
気
強
く
」
「
い
ろ

安
全
生
活
部
員
の
方
々
を
中
心

ん
な
角
度
か
ら
」
学

に
立
哨
活
動
や
見
守
り
等
、
ご

習
に
向
か
う
姿
勢
を

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

高
め
ら
れ
る
よ
う
な

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

指
導
と
課
題
の
精
選

自
分
や
周
り
の
人
の
命
、
安
全

を
し
て
い
き
ま
す
。

を
守
れ
る
上
中
生
に
な
れ
る
よ

３
年
間
を
見
据
え
た

う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

学
力
向
上
の
取
り
組

７
「
部
活
動
指
導
」
に
つ
い
て

み
を
推
進
し
て
い
き

は
、
全
体
的
に
は
肯
定
的
な
評

ま
す
。

価
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
引
き

・

「
ス
マ
ホ
の

16

17

続
き
「
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

所
持
や
ル
ー
ル
」
に

１
「
教
育
活
動
の
充
実
」
と
２
「
行
事
の
充
実
」
で
は
、

に
沿
っ
た
適
切
な
指
導
を
行
い
、

つ
い
て
は
、
全
校
生

大
幅
に
上
昇
し
た
昨
年
度
よ
り
も
「
は
い
」
の
割
合
が

生
徒
の
学
習
保
障
も
で
き
る
よ

徒
の
８
割
以
上
が
携

増
え
ま
し
た
。
学
校
行
事
や
教
育
活
動
に
お
い
て
、
生

う
に
、
計
画
的
、
か
つ
効
率
的

帯
を
所
持
し
て
い
ま

徒
が
自
主
的
に
生
き
生
き
と
活
動
す
る
姿
を
も
と
に
評

に
取
り
組
み
ま
す
。
今
後
、
地

す
。
保
護
者
の
中
に

価
し
て
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
改
善

域
移
行
の
流
れ
で
様
々
な
課
題

は
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

を
す
す
め
、
教
育
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

に
直
面
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

に
つ
い
て
心
配
さ
れ

３
「
学
習
指
導
の
充
実
」
は
昨
年
度
比
で
０
．
４
ポ
イ

目
の
前
の
子
ど
も
達
に
真
摯
に

て
い
る
方
も
い
ま
す
。

ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で

向
き
合
い
、
充
実
し
た
活
動
を

上
中
ス
マ
ホ
ル
ー
ル

「
わ
か
る
」
「
力
が
つ

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

「
①
使
用
は

時
ま

22

く
」
の
評
価
が
高
く
な

「
保
護
者
へ
の
情
報
伝
達
」

で
２
時
間
以
内
、
②

10

り
、
子
ど
も
達
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
「
は
い
」
の
割

学
習
・
手
伝
い
優
先
、

感
か
ら
保
護
者
に
も
高

合
が
さ
ら
に
増
加
し
ま
し
た
。

③
人
を
傷
付
け
る
書

評
価
を
い
た
だ
い
て
い

連
絡
ツ
ー
ル
「
ｔ
ｅ
ｔ
ｏ
ｒ
ｕ
」

き
込
み
禁
止
」
を
守
れ
る
よ
う
、
ご
家
庭
で
も
ご
指

ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活

の
導
入
に
よ
り
保
護
者
へ
の
連

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

用
を
さ
ら
に
推
進
し
、

絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
学
校

「
力
が
つ
く
」
授
業
づ

の
教
育
活
動
方
針
や
内
容
も
、

皆
様
の
ご
意
見
を
も
と
に
一
層
の
改
善
・
工
夫
を

く
り
に
励
み
ま
す
。
ま

そ
の
都
度
詳
細
に
お
伝
え
で
き

進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
保
護
者
・
地
域
の
皆

た
、
希
望
の
進
路
実
現

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
ｔ
ｅ
ｔ

様
に
信
頼
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む

に
向
け
課
題
内
容
を
精

ｏ
ｒ
ｕ
配
信
や
学
年
通
信
等
で
、

学
校
を
目
指
し
ま
す
。

選
し
、
補
充
学
習
も
充

学
習
の
軌
跡
や
行
事
・
進
路
情

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

報
等
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

し
た
。


